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今日の内容

1. 地球温暖化問題とはどういった問題なのか？

2. 気候変動、地球温暖化を巡る国内外の状況

3. 日本の家庭部門における温室効果ガス排出の
動向

4. 地球温暖化問題の緩和に向けて、私たちがで
きること
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• 現在の地球は過去1400年で最も暖かくなっている。

• 地球規模で気温や海水温が上昇し氷河や氷床が縮小する現象、す
なわち地球温暖化は、平均的な気温の上昇のみならず、異常高温
（熱波）や大雨・干ばつの増加などのさまざまな気候の変化をと
もなっている。

• その影響は、早い春の訪れなどによる生物活動の変化や、水資源
や農作物への影響など、自然生態系や人間社会にすでに現れてい
る。

• 将来、地球の気温はさらに上昇すると予想され、水、生態系、食
糧、沿岸域、健康などでより深刻な影響が生じると考えられてい
る。

• これらの地球温暖化に伴う気候の変化がもたらす様々な自然・社
会・経済的影響に対して、世界各国との協力体制を構築し、解決
策を見いだしていかなければならない。＝地球温暖化問題

地球温暖化問題とは？

気象庁HP（https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/chishiki_ondanka/p01.html）より筆者
が若干変更 3

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/chishiki_ondanka/p01.html


【質問】地球規模の気候変動、氷河
期・温暖期との関係

Q：寒冷期と温暖期は定期的に繰り返しており、最近の温暖化傾向も
自然のサイクルと見る方が科学的ではないのですか。また、もうす
ぐ次の寒冷期が来るのではありませんか。

ココが知りたい地球温暖化Q14 http://www.cger.nies.go.jp/ja/library/qa/24/24-2/qa_24-2-j.html

過去に氷期と間氷期がほぼ周期的に繰り返されてきました。この気
候変動は、主として地球が受け取る太陽エネルギー量（日射量）の
変動に起因すると考えられています。しかし、20世紀後半からの温
暖化は、日射量変動のみでは説明できず、大気中の温室効果ガス濃
度の人為的な増加が主因であることがわかっています。また、2万〜
10万年スケールの日射量変動は理論的に計算でき、日射量変動によ
る将来の氷期が今後3万年以内に起こる確率は低いと予測されていま
す。近い将来に寒冷期が始まるとは考えられていません。
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地球温暖化に関する様々な立場

経済成長し、生活を
より良くするには、
エネルギー使用が必
須

気候変動の影響は受
けたくない

対策のための費用が
ない

地球温暖化対策をし
て温室効果ガス排出
を減らすべきだ
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• 地球温暖化問題の主要因であるCO2排出は、化石燃料
由来のエネルギーを利用することによる。

• エネルギーの利用は、人々の生活を豊かにするために
必要なことであるため、それを否定することは難しい。

• 地球上のほぼ全ての人が、CO2の排出者であると同時
に、地球温暖化の被害者になりうる。

• 主要な排出者と主要な被害者は異なる可能性がある。

• 過去に多く排出してきた国の責任、今後多く排出する
ことが予想される国への対策

地球温暖化問題はなぜ難しいのか
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• 2015年12月12日 パリ協定採択

• 2016年11月4日 パリ協定発効

• 2016年12月8日 日本がパリ協定締約国に加わる

• 2017年6月 アメリカがパリ協定からの離脱を宣言

• 2018年10月 IPCCが1.5度特別報告書を発表

• 2018年12月 COP24にてパリ協定実施ルール一部

を除き採択

• 2018年12月 気候変動適応法施行

• 2019年4月 パリ協定に基づく成長戦略としての長

期戦略策定に向けた懇談会提言が発表

• 2019年6月 現在

気候変動問題を巡る国内外の状況
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•パリ協定のポイントをまとめる

パリ協定とは？

8https://www.nies.go.jp/event/cop/cop21/20151212.html
ココが知りたいパリ協定 http://www.cger.nies.go.jp/ja/cop21/



• NDC（Nationally Determined Contribution）は、
自国が決定する温室効果ガス削減目標と、目標
達成の為の緩和努力のことであり、日本語では
「約束草案」と訳されることもある。

•各国が自主的に決定する約束草案INDCは190か
国が作成。

約束草案

各国のINDCの内容（英語サイト）
https://www4.unfccc.int/sites/submissions/indc/Submission%20Pages/submissions
.aspx
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？？クイズ？？

日本の約束草案で示された温室効果ガス
の削減目標はどれでしょうか？
「2030年のエネルギー起源CO2の排出量を、
2013年度比で〇%削減する。」

① 15

② 20

③ 25

④ 30

日本の約束草案
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答え ③

2030年のエネルギー起源CO2の排出量を、2013
年度比で25%削減する。

日本の約束草案

日本の約束草案 https://www.env.go.jp/earth/ondanka/ghg/2020.html

2030年度の各部門
の排出量の目安

2013年度
(2005年度)

エネルギー起源CO2 927 25％減 1,235 （1,219）

産業部門 401 6.5％減 429 （457）

業務その他部門 168 40％減 279 （239）

家庭部門 122 39％減 201 （180）

運輸部門 163 28％減 225 （240）

エネルギー転換部門 73 28％減 101 （104）

■各部門の削減量目安
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世界中の約束草案で示された削減目標値を合計
したら、気候変動は危険水域に達することなく
落ち着くのだろうか…

排出ギャップ：2℃目標の達成に必要な温室効果
ガスの排出削減量と、各国が設定した温室効果
ガスの排出削減目標（2020年目標、INDCの両
方）の総計との隔たり

世界中の約束草案

全然足りません！
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世界中の約束草案

Emissions Gap Report 2018
https://wedocs.unep.org/bitstream/handle/20.500.11822/26879/EGR2018_ESEN.pdf?sequence=10

✓2度目標の達成には、13-
15GtCO2のギャップ

✓1.5度目標の達成には29-
32GtCO2のギャップ
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2017年6月1日 アメリカのトランプ大統
領がパリ協定からの離脱を宣言!!

離脱の手続き：協定28条1，2によれば、協定発
効時から3年後の2019年11月4日以降に脱退を通
告でき、その1年後に離脱完了。

（次のアメリカ大統領選は2020年11月3日）

アメリカ国内からも、離脱反対の声が多い

⇒企業や自治体が独自の目標の設定する等によ
り実質的な影響はそこまで大きくないか？？

【質問】アメリカのパリ協定離脱の
影響について
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産業革命以前の世界の平均気温から1.5℃上昇し
た場合の影響と、そこに至る温室効果ガスの排
出経路を把握し、評価。

•人為的な活動による世界全体の平均気温の上昇
は2017年時点で約1.0℃

•現在の度合いで温暖化が進行すれば、2030〜
52年の間に1.5℃に達する可能性が高いとして
いる。

IPCC1.5度特別報告書(1)

http://www.cger.nies.go.jp/cgernews/201901/337002.htmlの内容を要約 15
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• 1.5℃上昇の場合
と2℃上昇の場合
では、生態系や
人間システムへ
のリスクがどの
程度異なるかに
も着目して予測

IPCC1.5度特別報告書(2)

http://www.cger.nies.go.jp/cg
ernews/201901/337002.html
の内容を要約

16

http://www.cger.nies.go.jp/cgernews/201901/337002.html


• 1.5°C上昇の場合
と2°C上昇の場
合では、生態系
や人間システム
へのリスクがど
の程度異なるか
にも着目して予
測

IPCC1.5度特別報告書(2)

http://www.cger.nies.go.jp/cg
ernews/201901/337002.html
の内容を要約
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•産業革命以前からの気温上昇を1.5℃に抑える
ための温室効果ガス排出削減経路について、経
済成長や技術の進歩、生活様式などを幅広く想
定して導出。

• 1.5℃上昇に抑えるモデル排出経路によっては、
CO2排出量を2030年までに2010年比約45%削減、
2050年前後には正味ゼロに達する必要がある
と示唆。

• 2℃上昇のケースでも、2030年までに約20%削
減、2075年前後に正味ゼロにする必要がある
と予測。

IPCC1.5度特別報告書(3)

http://www.cger.nies.go.jp/cgernews/201901/337002.htmlの内容を要約 18
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•現状の温室効果ガスの削減に関する国別目標で
は、たとえ2030年以降の排出削減の規模と目
標をさらに引き上げたとしても、1.5°Cに抑え
ることはできないだろう、と述べている。

•国や地方自治体、市民社会、民間部門、先住民
族、地域コミュニティの気候行動の能力を強化
することが、温暖化を1.5℃に抑えるという高
い目標の達成を支援することになると指摘。

•国際協力は、すべての国、すべての人に対し、
気候行動の能力を強化する環境を提供すること
ができるとし、開発途上国と脆弱な地域にとっ
て、非常に重要な成功要因であると強調。

IPCC1.5度特別報告書(4)

http://www.cger.nies.go.jp/cgernews/201901/337002.htmlの内容を要約 19
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気候変動適応法

出典：環境省HP「気候変動への適応」 http://www.env.go.jp/earth/tekiou.html

• 温室効果ガス
の排出削減対
策（緩和策）
と、気候変動
の影響による
被害の回避・
軽減対策（適
応策）は車の
両輪。

• 本法により適
応策を法的に
位置付け、関
係者が一丸と
なって適応策
を強力に推進。
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気候変動による影響、適応、及び脆弱性等の最
新の知見ついてまとめた資料

IPCC第5次評価報告書 第2作業部会（影響、適応、
及び脆弱性）
http://www.env.go.jp/earth/ipcc/5th/pdf/ar5_wg2_overview_presentation.pdf

【質問】太平洋海洋諸島の21世紀末
の存続はあり得るのか？

淡水資源
陸域及び淡水生態

系
沿岸システム及び

低平地

海洋システム
食料安全保障及び
食料生産システム

都市域

農村域
主要な経済部門及

びサービス
健康

安全保障

生計と貧困

健康

■分野の種類
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IPCC第5次評価報告書の概要 第2作業部会（影響、適応、及び脆弱性）
http://www.env.go.jp/earth/ipcc/5th/pdf/ar5_wg2_overview_presentation.pdfより筆者抜粋
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• 2019年4月2日発表

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/parikyoutei/siryou1.pdf

•戦略に盛り込むべき特に重要な要素
• 野心的なビジョン

見通せる目標ではなく、「あるべき姿」

2050年までに温室効果ガス80％減

• 非連続なイノベーションを実現させる環境と成長の
好循環

水素、CCS・CCU、再生可能エネルギー、蓄電池

• 望ましい社会像

• 世界の脱炭素化努力への貢献

パリ協定に基づく成長戦略としての
長期戦略策定に向けた懇談会提言
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• CCS：Carbon dioxide capture and storage「二酸化炭
素回収・貯留」技術。発電所や化学工場などから
排出されたCO2を、ほかの気体から分離して集め、
地中深くに貯留・圧入するというもの

• CCU：Carbon dioxide Capture, Utilizationの略で、分
離・貯留したCO2を利用しようというもの

• 日本の方針：「2020年あたりCCS技術の実用化、商
用化」という目標を過去の計画

• 2014年度から環境省と経産省により二酸化炭素貯
留適地調査事業を実施。

【質問】CCS、CCUの動向

我が国におけるCCS事業について
https://www.env.go.jp/council/06earth/y0618-17/ref01.pdf
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/ccus.html 24
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• ①CCSコスト削減のための技術開発の継続的な実施

• ②CO2貯留賦存量の把握とデータベース化

• ③日本の地層を想定した経済的で安全なCCS 技術の開発

• ④CCS導入のための仕組み、法制度等の整備

• ⑤CCSの理解増進に取り組んでいくこと

• 経済的合理性

• 温暖化対策として十分な量のCO2を利用できるか

• 利用プロセス全体（ライフサイクル）を通して本当にCO2削
減になるか

【質問】CCS、CCUの動向

CCSの課題

CCUの課題

CCS の現状と今後の導入に向けた課題
http://www.rite.or.jp/results/today/pdf/RT2017_kikaku_j.pdf
連載４回目【CO２回収・利用・貯留技術(CCUS)】山地憲治
http://www.enercon.jp/topics/16603/?list=contribution
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• カーボンニュートラル連合：温室効果ガスの排出
量を2050年までにゼロにすることを宣言

19か国、32の都市

コロンビア、コスタリカ、エチオピア、フィンラン
ド、フランス、ドイツ、アイスランド、ルクセンブ
ルク、メキシコ、オランダ、ノルウェー、ポルトガ
ル、スウェーデン、英、カナダ、デンマーク、スペ
イン、マーシャル諸島、ニュージーランド

世界の動きの例

Carbon neutrality coalition 
https://www.carbon-neutrality.global
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•世界の温室効果ガスの排出量

気候変動問題の今を数字でみる
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•世界の温室効果ガスの排出量

気候変動問題の今を数字でみる
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•国別温室効果ガスの排出量全体

気候変動問題の今を数字でみる

中国

28.2%

アメリカ

15.0%
インド

6.4%

ロシア

4.5%

日本

3.5%
ドイツ

2.3%

韓国

1.8%

イラン

1.7%

カナダ 1.7%

サウジアラビア 1.6%

インドネシア 1.4%

メキシコ 1.4%

ブラジル 1.3%

南アフリカ 1.3%

オーストラリア 1.2%

その他

26.7%

IEA  CO2 emissions from fuel combustion 2018

世界のCO2排出量
323億トン
(2016年)
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•国別温室効果ガスの排出量の変化

気候変動問題の今を数字でみる
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・世界1の排出国が、アメリカから中国へ
・排出量の多い国の中心が先進国から途上国
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発展途上国の経済成長により、今後の排出量は
どのように変化するのか。それが地球温暖化に
与える影響は？

【質問】発展途上国の排出量

・将来のCO2排出量は、「シナリオ」を作り、その
シナリオの下での様々な仮定・前提を行い推計。
有名なシナリオ：SSPs (Shared Socio-economic 

Pathways)
・シナリオにより人口、経済成長のスピード、技術
の進展レベル等が全て異なる。
・そのため、この質問への回答は無数にあるためズ
バリ回答するのは困難。
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【質問】発展途上国の排出量

適応策の困難性

緩
和
策
の
困
難
性

化石燃料依存の
発展

地域分断

中庸

持続可能 分断

https://www.nies.go.jp/whatsnew/20170221/20170221.html
https://unfccc.int/sites/default/files/part1_iiasa_rogelj_ssp_poster.pdf
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【質問】発展途上国の排出量
■世界全体の排出量

【解説】
SSP2（中庸な世界）

AIM/CGE[Global]を用
いた約束草案の評価

Ref：温暖化対策を
想定しないシナリオ
2.6W_opt：450ppm
安定化を達成
2.6W_INDC：INDCの
後450ppm安定化を
達成
INDC_cont： INDC の
後、2030 年以降も
同じ炭素価格が維持

AIM/CGE[Global]を用いた約束草案の評価 http://www-iam.nies.go.jp/aim/projects_activities/indcs/indcs_j.html33



【質問】発展途上国の排出量
■アジアの排出量

2050 年まで：アジ
アの人口は増大し、
エネルギー等での
アジアの寄与は大
きくなる

2050 年以降：ア
ジアの人口が減少
するため、アジア
のシェアは徐々に
低下する傾向

AIM/CGE[Global]を用いた約束草案の評価 http://www-iam.nies.go.jp/aim/projects_activities/indcs/indcs_j.html34



【質問】地球温暖化対策

・世界各国で取り組まれてる地球温暖化対策の中で、
日本としてアピールできることは何か？

35

A.日本の機器等のエネルギー効率

①高い技術力
②エネルギー源が限られていること

日本では古くから高いエネルギー効率の機器が作られ、普及
してきた。その結果、日本のストックベースの機器のエネル
ギー効率も高い物となっている。

ただし近年では、海外でも非常に高効率な製品が販売されて
いるため、その差は縮まってきている可能性があります。



家庭の電気使用量
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皆さんのご家庭の電気使用量と比較できますか？

年平均
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私の家と比べて多い／同じくらい／少ない

電気代で示してくれれば、比較できるけれど…

家での使用量なんて、皆目見当がつかない…

皆さんの考えていること

Think globally, Act locally
(広い視野を持って考え、身近なことから行動する)
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部門別 CO2 排出量の（電気・熱配分後）推移（1990-2017年度）

（年度）

C
O

2
排
出
量
（百
万
ト
ン

C
O

2
）

産業部

門
（工場等）

運輸部門
（自動車

等）

業務その他部門

（商業・サービス・事業所

等）
家庭部門

エネルギー転換部門

（電気熱配分統計誤差除

く）

廃棄物（焼却

等）

工業プロセスおよび製品の

使用

※（ ）内%数値は、
2017年度排出量における

（対2005年度比／対2013年度

比）

その他（農業・間接CO2等）

日本の温室効果ガス排出量

GIO: http://www-
gio.nies.go.jp/aboutghg/nir/nir-j.html
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再生可能エネルギー CO2

エネルギー消費量は、2000年から2010年頃最も多い10年間であったが、
近年減少傾向。CO2排出量は東日本大震災後急激に増加したが、今は減少
傾向。

エネルギー消費量とCO2排出量

※2017年度（平成29年
度）の温室効果ガス排
出量(確報値）(GIO)と総
合エネルギー統計(資源
エネルギー庁)から作成
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エネルギー消費量とCO2排出量

増加要因

減少要因

✔人口・世帯構造の変化：世帯数の増加、世帯人員数の減少
による非効率化

✔機器の増加：例えば温水洗浄便座等
✔機器の大型化：テレビの大型化

✔機器の高効率化：今までより少ないエネルギー消費で機器
が稼働すること

増加or減少要因
✔多様なライフスタイル：環境配慮型の生活/家族の活動時間

が全員バラバラ
✔電気のCO2排出係数の変化
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CO2排出係数とは？

1単位のエネルギーを使用する（燃焼する）際に、発生す
るCO2の量を表す係数

灯油 (1L) CO2 (2.49kgCO2)

都市ガス
(1ｍ3) CO2 (2.23kgCO2)

電気
(1kWh)

CO2 (5.00kgCO2)

石炭

石油

水力

太陽光

CO2

CO2

ガス

CO2

・・・
特に電気は、発電方法（どのように発電された

のか）により、CO2排出係数が大きく変化
41



電気

66%
都市ガス

4%

LPガス

21%

灯油

9%

電気

30%

都市ガス

11%

LPガス

5%

灯油

54%電気

45%

都市ガス

37%

LPガス

8%
灯油

10%

エネルギー消費量の特徴 (1)

・地域による家庭で使用するエネルギーが異なる。

関東甲信

31.1
GJ/世帯

北海道

沖縄

51.3
GJ/世帯

20.5
GJ/世帯

環境省「家庭からの二酸化炭素排出量の
推計に係る実態調査」より作成
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暖房

49%

冷房

0%

給湯

27%

厨房

4%

その他動力

20%

暖房

1%
冷房

9%

給湯

28%

厨房

11%

その他動力

51%

暖房

22%

冷房

2%

給湯

38%厨房

6%

その他動力

32%

エネルギー消費の特徴 (2)

・エネルギー消費の用途は、
「暖房」「冷房」「給湯」「厨房」「その他動力」

・エネルギー消費量の特徴は地域によって大きく異なる

関東甲信

31.2 
GJ/世帯

北海道

沖縄

49.1
GJ/世帯

20.6
GJ/世帯

その他動力：テレビや冷蔵庫、
照明などの機器を動かすために
使われるエネルギー

環境省「家庭からの二酸化炭素排出量の推計に
係る実態調査」より作成
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世帯によるエネルギー消費の違い

生活スタイルは皆同じなのか？→大きく異なる
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北海道の二人
以上の世帯を
対象にした
2015年6月の
電気消費量

環境省「家庭
からの二酸化
炭素排出量の
推計に係る実
態調査」より
作成

✓3人世帯で最もエネルギー消費量が
小さい家庭 70 kWh

✓3人世帯で最もエネルギー消費量が
大きい家庭 1192 kWh

→ 17倍も異なる
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家庭部門におけるCO2の削減

家庭部門のCO2排出量は、2013年比で2030年に39％削減！！
2030年以降も更なる削減を求められる
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2013年比で

39％削減
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家庭部門でCO2は削減できるか？2030年

2030年の削減目標を達成するには、
家庭が間接的に関与：電気のCO2排出係数、機器の効率改善
家庭が直接関与：機器の更新、省エネ型ライフスタイル
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140

FIX BAU LCS1 LCS2

C
O

2
排
出
量

(G
tC

O
2
)

・特に暖房の温
度設定を下げる
こと
・入浴の際には、
給湯量が減る工
夫
・家電機器利用
の際の無駄遣い
を防ぐこと

削減目標ライン

機器効率
シェアの変化
を考慮

省エネ型
ライフスタイル

を考慮

※C1では気温上昇によ
る暖房・冷房需要への
影響を考慮

A: 人口・世帯
構造の変化

B: A+機器効率・
シェアの変化

C1: B+省エネ型
ライフスタイル

C2: B+省エネ型
ライフスタイル

国環研の
研究成果

M
tC

O
2
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家庭部門でCO2は削減できるか？ 2050年
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2050年に例えば80％削減を達成するには、
家庭が間接的に関与：電気のCO2排出係数、機器の効率改善
家庭が直接関与：電気製品へのシフト、省エネ型ライフスタイル

kgCO2/kWh kgCO2/kWh kgCO2/kWh

80%削減ライン

70%削減ライン

60%削減ライン

50%削減ライン

国環研の
研究成果

A: 人口・世帯
構造の変化

B: A+機器効率・
シェアの変化

C: B+省エネ型
ライフスタイル

電気の排出係数
0.37 0.19 0.011

M
tC

O
2
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家庭部門でCO2排出削減目標達成への懸念

✔高齢化社会の進展

ー高齢者の機器の買い替え意欲は低い
ー在宅時間が長い

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29歳以下

30-39歳

40-49歳

50-59歳

60歳以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

29歳以下

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

■テレビ

■冷蔵庫■エアコン
10年以内

20年以内

使用する家電機器が購入から何年
経過したか？

環境省「家庭からの二酸化炭素排出量の推計
に係る実態調査」より作成

新

60歳以上

50-59歳

40-49歳
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60歳以上

50-59歳

40-49歳

30-39歳

29歳以下

60歳以上

50-59歳

40-49歳

30-39歳

29歳以下

古
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家庭部門でCO2排出削減目標達成への懸念

✔高齢化社会の進展

✔広がる経済格差
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ー低所得世帯が増加し、高収入世帯が減少
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家庭部門でCO2排出削減目標達成への懸念

✔高齢化社会の進展

✔広がる経済格差

✔住宅の選択

ー高齢者の機器の買い替え意欲は低い
ー在宅時間が長い

ー低所得世帯が増加し、高収入世帯が減少

ー住宅は一度建てられたら30-40年（それ以上）使用
ー住宅に付随する設備は使用年数が長い
ー2050年に現在の住宅がそれなりに残っている可能性
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私（あなた）にできることは何か？

我慢をして節約生活を送るしかないの？

我慢し続けるだけの生活を「持続」させることは困難です。

✔夏場に「冷房28℃に設定」に固執して、熱中症になった
ら本末転倒です。

✔現在の機器を利用した便利で快適な生活を否定すること
も、非現実的です。

でも、何かを変えることが必要です
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私（あなた）にできることは何か？

環境負荷の削減は、「お得」です。

無駄なエネルギー消費の削減、無駄な財の購入を減らすこ
とで、無駄な出費を防げます。

日々のエネルギー使用に伴い「地球温暖化対策税」「再生
利用エネルギー発電促進賦課金」が徴収されています。

✔地球温暖化対策税：石油・天然ガス・石炭といったすべての化石燃料の利用
に対し、環境負荷に応じて広く薄く公平に負担を求めるもの

✔再生利用エネルギー発電促進賦課金：再生可能エネルギーの買取りに要する
費用は、電気のご使用量に応じた賦課金として、電気を使用する客が負担

温室効果ガスの削減が進まない限り、私たちの温室効果が
削減への出費は増えるばかりです。
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私（あなた）にできることは何か？

生活の見直しは各自のスタイルに合わせて。

細かい努力が好き、得意な方は、次のスライドに示す省エ
ネのポイントを確認して、生活の改善点を探して下さい。

日本人の判断を示すことができます

電気、ガスは選べる時代。商品を購入する際に、生産時の
CO2排出量がわかる時代に変わるかもしれません。
今後、地球温暖化対策に対して私たちの判断が迫られます。

毎日の見直しが面倒な方は、機器の買い替えの際に高効率
機器の導入、住宅へのHEMS(Home energy management 
system)を導入するという手もあります。

53



• 機器の稼働時間を短く
→ 使用していない機器のプラグを抜く
→ 保温時間は短く

• 機器の稼働強度は適切に
→ 冷暖房の温度設定、換気をしてから冷房
→ 冷蔵庫の温度設定

• 機器の稼働規模は適切に
→ こたつの布団カバー
→ お湯を無駄に使用しない

• 電気機器の特性を知る

→ 熱を出す電気機器は、電気を多く消費
炊飯器、ポット、洗濯乾燥機、ドライヤー、温水洗浄便座等

省エネのポイント

家庭でエネルギーを
多く消費する
代表的な機器

✔冷蔵庫
✔テレビ
✔照明
✔温水洗浄便座
✔エアコン
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エネルギー
消費/
CO2排出量

家庭部門 業務部門 運輸部門

住宅内のエネル
ギー使用に伴う
CO2排出量

※電気使用に伴
うCO2排出量を
含む

業務部門施
設でのエネ
ルギー使用
に伴うCO2排
出量

輸送機器の使
用に伴うCO2

排出量

生活に伴い発生するCO2とは？

産業部門

モノの生産
に伴うCO2排
出量

自家用車、
公共交通
等の利用
に伴うCO2
排出量購買行動が

影響を与え
るかも？？
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他にもできることはあります‼

運輸部門

・自家用車の利用の見直し
・公共交通の利用、徒歩や自転車の利用

・無駄な配送を減らす努力

・地産地消

産業（農業）部門

・旬産旬消
→旬でない食料の生産には多くのエネルギーがかかる。
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【質問】改善の画期的な方法や周知
の仕方はないですか？

・温室効果ガスを大幅に削減するための方法
CCS
水素社会
再生可能エネルギー
蓄電池

・周知の仕方
実は問題を知らない人は、ほとんどいない
問題を「自分事」として捉え、対応するかがポイント

57

安全性、導入費用、運用費用、インフラ整備などの様々な面で問題を抱えて
いる。



【質問】問題への意識

・意識を長続きさせるには、どうしたら良いか。
・意識はすぐに冷めてしまう。どうしたら良いか。

58

① 家庭内でのエネルギー消費に関して、子供に決定権があ
ることは限定されます。ある程度意識が冷めてしまうのは、
やむを得ないかもしれない。
② 今後私たちは、温室効果ガス排出量実質ゼロに向けて、
「大幅に削減する技術」の導入を検討しなくてはいけなくな
るかもしれません。
③ そのような時に「自分の意見」を持てるように、ある程
度継続的に問題の周知を続け、考える機会を作ってもらえる
と良いと思います。

国立環境研究所の調査結果「環境意識に関する世論調査報告書2016」
https://www.nies.go.jp/whatsnew/2016/jqjm10000008nl7t-att/jqjm10000008noea.pdf

https://www.nies.go.jp/whatsnew/2016/jqjm10000008nl7t-att/jqjm10000008noea.pdf

